
  

全国社会福祉施設経営者協議会 全国青年経営者会 

第 15回 全国青年経営者大会 

第 24回 青年経営管理者セミナー（岡山大会） 

「社会福祉法人経営の実践報告」 
【発表事例 応募要領】 

～次代を担う我われ青年経営者・管理者が、“先駆的な取り組み”  
や“地域での実践”を積極的に発信していきましょう！！～ 

皆様の取り組まれている日々の実践、新たな試み等を募集しております。 

是非、大会・セミナーの分散会でご発表ください！ 

【① 開催 及び 応募趣旨】 
日本の社会保障制度は今、大きな岐路に立たされています。年金改革、医療制度改革を始

め、介護保険制度では地域包括ケアシステムの構築、障害者福祉制度では障害者総合福祉法

制定に向けた検討、保育制度では子ども・子育て新システムの導入、など各分野で制度改革

に向けた動きが活発化しています。そうした時代において、我われ社会福祉法人は今、いっ

たい何をすべきかを考えなければなりません。社会福祉法人の役割についてあらためて考え、

次代を担う我われが中心となり今後の途を切り開いていく志を持つため、今年度の大会・セ

ミナーを開催することとなりました。 

本大会・セミナーは、「社会福祉法人の役割～今、求められる行動力～」をテーマに、諸

制度改革が行われようとする今、現行制度に対する問題提起と具体的で的確な制度設計への

提言、そして未曽有の大災害からの復興への対応など、今、すべきことを青年経営者・管理

者として研究・協議してまいります。 

そして、会員参加型の取組として、分散会にて実践事例発表を実施しております。会員の

皆様が取り組む日々の実践、新たな試み等、様ざまな取り組みを発表いただくことで、あら

ためて「社会福祉法人の役割」について考えることを目的としております。皆様の積極的な

ご応募をお待ちしております。

※ 発表事例の応募方法等については、2～3 頁をご参照ください。 

【② 大会・セミナー概要】 

※開催要項（参加申込書）は 10 月上旬に会員の皆様に発送いたします。 

●主 催  全国社会福祉施設経営者協議会    全国青年経営者会 

岡山県社会福祉施設経営者協議会  岡山県青年経営者会 

●期 日  平成 23 年 11 月 28 日（月）～29 日（火）  

● 会 場  「岡山コンベンションセンター」  

〒700-0024  岡山県岡山市北区駅元町 14 番 1 号   Tel.086-214-1000  

●テーマ  『社会福祉法人の役割とは～今、求められる行動力～』 

●参加人数及び対象 

   300 名  ①全国青年経営者会会員 

②経営協会員法人及び本会会員が所属する法人の 50 歳未満の役職員で、当

該法人の代表者の承認のある方 

③上記以外で社会福祉法人に所属されている 50 歳未満の方 

●参 加 費    30,000 円（初日昼食費、夕食懇親会費 含む） 
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【③ 発表事例の応募方法】 

①3 会場×4 事例＝計 12 事例の発表を予定しております。タイムテーブル及び募集事例

の参考テーマを以下に記しておりますので、参考にしてください。 

 ※あくまで参考です。貴法人独自の視点で、テーマに沿った取り組みをご紹介ください。 

②当日ご発表いただく方の参加費は無料となります。 

 ※発表者は会員に限定いたしません（会員が所属する法人の方であれば可能です）。 

③9 月 21（水）必着にて、5 頁の応募用紙を事務局までお送りください。 

（分散会：タイムテーブル＜予定＞） 

 9:00～9:40 9:50～10:30 10:40～11:20 11:30～12:10 

第 1 会場 発表① 発表② 発表③ 発表④ 

第 2 会場 発表① 発表② 発表③ 発表④ 

第 3 会場 発表① 発表② 発表③ 発表④ 

※ 発表の間に 10 分程度休憩時間を設けます。参加者は、会場を自由に移動いただき、興味の

ある発表をご覧いただけます。 

※ 「発表（30 分）＋セッション及び参加者との質疑応答（10 分）」で構成します。セッショ

ンは、各会場に進行役として入る本会役員より、発表内容について質問をいたします。 

 

（募集事例 参考テーマ） 

第 1 会場 テーマ「社会・地域貢献の活動」 
 東日本大震災において、多くの福祉施設が被災地支援の拠点となりました。このような公益

性・公共性を生かした地域貢献は社会福祉法人の役割の一つでもあり、また私たちの存在意義

が問われている中、これらを実践していくことは我々の責任でもあります。地域における様々

なニーズや問題にどう対応しているのか、環境保護への対応、触法者の雇用やセーフティネッ

トへの取り組み等、社会貢献活動についてお寄せください。 

（例）制度外サービス、環境問題への対応、セーフティネットへの取り組み、災害対応、等 

第 2 会場 テーマ「人材確保・育成における取り組み」 

福祉従事者の処遇改善により、現場職員の人材流出に一時歯止めがかかりました。しかし、

新しく福祉分野に就職する人は、現在もけっして多いとは言えません。社会福祉法人が施設

を運営し、福祉サービスの提供をする中心は人材であり、その確保は社会福祉事業に重要な

要素となっています。人材確保に向けた取り組み、就職後の知識・技術の習得やモチベーショ

ンの維持・向上のために、どのようなシステムを構築しているのか。貴法人・施設での、人

材の確保・教育に対する取り組みをお寄せください。 

（例）先進的な人材確保の取り組み、キャリアパス制度、外国人労働者の雇用、等 

第 3 会場 テーマ「ネットワーク構築に向けた取り組み」 
 地域に根ざす社会福祉法人にとって「ネットワーク（つながり）」は必要不可欠なものであ

り、その対象は、利用者、家族、地域、行政、関係団体など、多岐にわたります。しかし、

それらの「ネットワーク」は、初めから存在していたわけではなく、日々の積み重ねによっ

て、構築されていったものであるはずです。制度への対応や地域振興のための、また将来を

見据えた「ネットワーク」づくりに、どのように取り組まれているのか、皆様の取り組みを

お寄せください。 

（例）制度対応（虐待防止、認知症高齢者の見守り等）、地域との協同行事、災害に備える取り組 

み（社会福祉法人間の連携等）、等 

 

※上記 3 テーマに必ずしも該当しない事例であっても、事業実施の制約となる地域事情を乗り

越え法人として事業継続している例、周辺環境の変化を捉えてサービスを拡大している例、

等があるかと存じます。状況の似た他地域の方に参考にしていただける要素が含まれた取り

組みをお待ちしております。 
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【④ 応募から発表までのスケジュール】 

 ・9/21（水） 募集締め切り 
    ↓･･･発表事例を選考し、結果を通知いたします。 

 ・10 月上旬    開催要項（申込書）を会員宛に発送 
    ↓･･･各自発表準備願います。 

 ・11 月上旬   発表用資料等を事務局に提出 
    ↓･･･ご提出いただいた資料を基に、セッションの進行の確認（進行役からの質問内容

等）をさせていただきます。 

・ 11/29（火）  大会セミナー2 日目（実践発表当日） 

【⑤大会・セミナー日程】（※内容については、一部変更となる可能性がございます。） 

〔初日：11/28（月）〕 

時 間 内 容・講 師 

13:30～13:45 ＜開会挨拶＞ 

13:45～14:15 

基調報告「社会福祉法人経営をめぐる情勢と 
全国青年経営者会の取り組み」 

 全国青年経営者会  会長   久木元 司 

14:15～14:25 休 憩 

14:25～15:10 
行政説明「諸制度改革と社会福祉法人を取り巻く課題（仮）」
 ※現在調整中 

15:10～15:20 休 憩 

15:20～16:50 

講義Ⅰ「ベネッセの介護事業での取り組み（仮）」 
 講師：株式会社 ベネッセスタイルケア  

代表取締役 社長  小林 仁 氏 

【ベネッセスタイルケアについて】 

一人ひとりの「よく生きる」を企業理念に掲げるベネッセグループに

おいて、「自分や自分の家族がしてもらいたいサービスを提供しつづけ

る」を信念に介護・保育サービスを行う。ベネッセホールディングス福

武總一郎取締役会長の祖母の介護体験をもとに、介護事業をスタートさ

せ、現在、入居型介護、訪問介護、通所介護サービスを展開。また、職

員の「よく生きる」の実現のため、人事制度の改革を行い、研修・人材

サービスにも力を入れている。 

  16:50～17:00 休 憩 

  17:00～18:30 

講義Ⅱ「共に育ちたい（仮）」 
 講師：森教育学園 岡山学芸館高等学校 参与 森 美智子  氏

【略歴】 

  岡山県青少年健全育成促進アドバイザー、岡山学芸館高校ほっとルー

ム保護者教育相談員。 

  岡山学芸館高校において、社会で求められる若者の育成のため、生

徒指導に励む。また、思春期の子どもへの接し方に悩む保護者に対し

て、相談にも応じている。時にやさしく、時に厳しく接するその姿勢

から、卒業生の間で「マダム美智子」との愛称で親しまれている。 

19:00～20:30 懇 親 会 
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2 日目：11/29（火）〕 

時 間 内 容・講 師 

9:00～12:10 

分散会「社会福祉法人経営の実践報告」 
 計 12 の会員法人からの経営実践報告を予定 

  第 1 分散会場テーマ「社会・地域貢献の活動」 

  第 2 分散会場テーマ「人材確保・育成における取り組み」 

第 3 分散会場テーマ「ネットワーク構築に向けた取り組み」 

12:10～13:00 昼 食・休 憩 

  13:00～14:30 

記念講演「求められるリーダーとしての姿（仮）」 
  講師：ネッツトヨタ南国 取締役相談役 横田 英毅 氏 

【略歴】1943 年生まれ。日本大学理工学部卒業後、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱｼﾃｨｶﾚｯｼﾞ

へ留学。1969 年に宇治伝化学工業㈱（西山ｸﾞﾙｰﾌﾟ系列）に入社。四

国車体工業㈱（同ｸﾞﾙｰﾌﾟ系列）を経て、1980 年ﾄﾖﾀﾋﾞｽﾀ高知株式会社

（現ﾈｯﾂﾄﾖﾀ南国）発足と同時に副社長へ就任。   

経営における重大テーマである「人材」の問題へ取り組むため、自ら

採用担当として 10 年間採用業務に携わる。その後は、自ｸﾞﾙｰﾌﾟの人材

問題のみならず、高知県産業界の人材にまつわる問題解決に向けて活動

を行っている。 

2007 年から続く、世界的な金融不安により新車販売台数が大きく

落ち込んだ時期に過去最高の販売伸び率（2009 年１月に前年同月比

37％増を記録）の更新を実現した。 

14:30～14:40 ＜閉会挨拶＞ 

 

【 ⑤ 会 場 ア ク セ ス 】  
 ● 岡 山 ま で の ア ク セ ス  

  ・ 東  京 ⇒ 羽 田 空 港 よ り ANA（ 全 日 空 ） 便 、 JAL（ 日 本 航 空 ） 便 に て 約 1 時 間

15 分 で 岡 山 空 港 着 。  

  ・ 大  阪 ⇒ Ｊ Ｒ 新 大 阪 駅 よ り 、新 幹 線 の ぞ み 号 、さ く ら 号 に て 約 50 分 で Ｊ Ｒ 岡

山 駅 着 。  

  ・ 名 古 屋 ⇒ Ｊ Ｒ 名 古 屋 駅 よ り 、 新 幹 線 の ぞ み 号 に て 約 1 時 間 40 分 で 岡 山 駅 着   

・ 福  岡 ⇒ 新 幹 線 の ぞ み 号 、 さ く ら 号 に て 約 1 時 間 50 分 で Ｊ Ｒ 岡 山 駅 着 。  

  ● 岡 山 空 港 、 Ｊ Ｒ 岡 山 駅 か ら の ア ク セ ス  

  ・ 岡 山 空 港 ⇒ バ ス に て 約 40 分 （ ﾉﾝｽﾄｯﾌﾟ約 30 分 ） で Ｊ Ｒ 岡 山 駅 （ 東 口 ） 着  

  ・ Ｊ Ｒ 岡 山 駅 （ 中 央 改 札 口 ） ⇒ 徒 歩 に て 約 3 分  

 

【 ⑥ 宿 泊 ・ 交 通 の ご 案 内 】  
  10 月 上 旬 に 発 送 予 定 の 開 催 要 項 （ 申 込 書 ） の 中 で 会 場 （ 岡 山 全 日 空 ホ テ ル 、

三 井 ガ ー デ ン ホ テ ル 岡 山 ） の 宿 泊 に つ い て の ご 案 内 を い た し ま す 。  

（ 名 鉄 観 光 サ － ビ ス 株 式 会 社  新 霞 が 関 支 店  

  Tel03-3595-1121 担 当 ： 下 枝 (ｼﾓｴﾀﾞ)、 川 合 ）  

     

〔 発 表 事 例 の 募 集 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先 ＜ 事 務 局 ＞ 〕  
全 国 青 年 経 営 者 会  事 務 局 〔 担 当 ： 福 山 （ ﾌｸﾔﾏ）・ 蓮 子 （ ﾊｼ）〕  

〒 100-8980 東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3-3-2 新 霞 が 関 ビ ル ４ 階  

社 会 福 祉 法 人  全 国 社 会 福 祉 協 議 会  法 人 振 興 部 内  

Tel .03-3581-7819 Ｆ ax.03-3581-7928 
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FAX 03-3581-7928 全国青年経営者会 事務局行 

第 15 回全国青年経営者大会・第 24 回青年経営管理者セミナー「社会福祉法人経営の実践報告」応募用紙 

法人名  

住所 〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  
Ｅメール  

連絡先 

発表者名  
発表テーマ 及び 柱立て（キーワードでも可）＊箇条書きで記入                 

（発表テーマ） 

 
※2 頁の会場テーマ（社会・地域貢献の活動、人材確保・育成における取り組み、ﾈｯﾄﾜｰｸ構築に向けた取り組み 等ﾞ）ではなく、貴法人

の発表内容を基にテーマは作成ください。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

発表の柱立て（キーワード）をもとに、発表の要旨をお書きください。 

※参考となる資料等がありましたら一緒にお送りください。 

（800 字程度） 
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